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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
ルール大学　バドユーンハウゼン心臓糖尿病センター
米澤博貴
　今回私は20１５年 ４ 月の １ ヶ月間，ドイツのバドユーンハウゼン心臓糖尿病センターにて実習を行いまし
た。きっかけは，外科を志望しており，より多くの手術を見学することができる実習をしたいと考えたこと
でした。先輩方の海外実習報告会を聞き，日本での実習よりも自由に多くの手術見学をし，空いている時間
に観光もできるという点に魅力を感じ，海外研修を希望することを決めました。その中でバドユーンハウゼ
ン心臓糖尿病センターを選択した理由は色々ありますが，中でも決定的な理由となったのは日本人の医師が
働いているという点でした。これは他の外科関連の海外実習病院にはない特徴であり，語学に自信のある方
ではない自分にとってはいいところだと感じました。
　実際に実習に行ってみてとりあえず思ったことは，海外実習をしたことは自分にとって良い選択であった
という事でした。海外実習に行く前にこの文章を読んでいる人はもうすでに感じていることだとは思います
が，出発前はとにかく様々な事が不安でした。自身の語学力に関しても，金銭面の事に関しても，迷う事は
色々ありましたが，最終的には行ってみて良かったなと思えると思います。
　バドユーンハウゼン心臓糖尿病センターでの実習は基本的に自由です。ドイツ人は個人主義であり，合理
的な事を好む傾向があります。そのため，一応義務や課題を課されるということは無いと思います。実習は，
朝の 7 時にカンファレンスを見学するか，病棟での処置の見学をすることから始まります。例年はカンファ
レンスを見学していたのですが，ドイツ語での心臓外科カンファレンスを見学することは合理的では無いと
考え，朝は病棟処置を見学することにしました。
　手術は 8 時頃から始まるので，それに合わせて手術室に向かいます。バドユーンハウゼン心臓糖尿病セン
ターでは年間約４000件の手術をしており， 8 室の手術室でそれぞれ １ 日 3 件ほどの手術を行っています。僕
たちはその中で興味のある手術室に入り，手術を見学させてもらいました。基本的に仕事の邪魔にならない
限りは，麻酔科医側からしっかりと手術を見学することができます。場合によっては術野に入れてもらうこ
とも可能です。手術の種類としては，
CABG（off-pomp，on-pomp，Re-OP）
大動脈弁置換（MIC，開胸）
TAVI（心尖部アプローチ，femoralからのアプローチ）
上行大動脈の置換術（David手術，バルサルバ洞のみの置換）
僧帽弁形成術（MIC，開胸。ループ法，弁輪形成術，縫縮術）
三尖弁弁輪形成術
学生海外研修レポート 101
VATS
LVAD
心臓移植
小児心臓手術（Gren手術，Fontan手術など）
などの様々な種類の心臓外科手術を １ ヶ月で30件以上見学することが可能です。もちろんどの手術をどれだ
け見学するかは自分次第なので，これ以上見学することもできます。執刀医も多くいるので，様々な先生の
手技を見て学ぶことができます。このように多くの種類・件数の心臓血管外科の手術を自由に見学すること
ができるのは，海外実習ならではの利点であると思います。
　手術を １ 日 2 ， 3 件の見学を終えたら，だいたい平均すると ５ 時前後になると思います。ドイツは日照時
間が日本に比べて長く，20時ごろまで明るい事が多いので，実習後にスーパーに買い物に行ったり，カフェ
に行ったりしてドイツの雰囲気を堪能する時間はあります。バドユーンハウゼンは保養地であり，治安は悪
くないので，そうそう事件に巻き込まれることは無いと思います。あとは次の日に備えて準備して，寝て，
また翌日実習に向かうというスケジュールで実習をしていました。
　ドイツでの生活に関して，まず大変だったのは語学です。実習前に軽く文法と単語を本で学んでから実習
したのですが，なかなか大変でした。現地の日本人の先生方は半年ほど，語学留学をしてやっと病院で働い
ているとの事なので，ドイツ語で会話しながら実習するというのはかなりの準備が必要です。しかし，もち
ろんドイツ語は話せる方がいいですが，絶対必要ということではありません。ある程度教養のある人は英語
を話すことができるので，執刀医に質問したい場合は，英語で会話することでコミュニケーションをとるこ
とができます。また，現地の日本人の医師の方がとても親切に対応してくださるおかげで，病院との連絡も
スムーズにすることができます。休日には広島大学の渡谷先生という，今回最もお世話になった先生の家に
招かれ，ご飯を食べさせていただいたりすることができました。
　また衣食住に関しては，実習期間中の滞在所は病院側が手配してくれた，例年と同じペンションで過ごす
ことができした。食に関しては，病院内での食事は富山大学が提携しているおかげで，病院側の負担で食べ
ることができます。そのためあまりに金欠でも飢えに苦しむ心配はありませんでした。ペンションの近くは
田舎ではありますが，レストランやスーパーなどがあるため，夜も食べ物に困ることはありませんでした。
ネット環境はポケットWiFiを借りて使っていました。ドイツは緯度が高いためか，日が出ていると ４ 月で
も半袖になりたいくらいの気温なのですが，夜や朝方は息が白くなるまで冷え込む事もあるので，最初は苦
労しましたが，次第になれていきました。休日は電車を使ってドイツの至る所に観光に行きました。ベルリ
ン，ミュンヘン，ケルン，ハンブルクなど東西南北を観光して，なおかつベルギーやオランダも少し観光で
きるくらいの時間を作ることもでき，実習以外の面でも大きな利点であると思います。
左から一緒に実習した雄山さん，現地のDr.モシュカ，Dr.渡谷，自分
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　振り返ると，今回のバドユーンハウゼン心臓糖尿病センターでの海外実習で得られたものは数え切れない
と思います。ただ，必ずしも全てにおいて海外での実習が優れているということではないです。もちろんお
金もかかりますし，手術も海外だから絶対うまいというわけでもありませんし，実習も言葉が通じている方
が多くのことを学べるかもしれません。ただやはり １ ヶ月海外で生活したという経験だけとしても，かけが
えのないものですし，色々と観光する機会も貴重なものであり，個人的には海外で働く日本人医師に率直で
様々な話を伺うことができたのは １ 番良かった事でした。絶対的に日本での実習より良いものが得られるか
はともかく，必ず貴重なものを得られる機会ではあると思います。
　最後になりますが，このような機会を与えてくださった，第一外科深原先生，芳村先生，総合診療部山城
先生をはじめとした皆様に，心より感謝を申し上げたいと思います。
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